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研 究 所 彙 報

2007.1～2007.12

編著書 ・論文など

〔有薗正一郎所員〕

『農耕技術の歴史地理』古今書院3月6

日

『近世庶民の日常食』海青社4月5日

「近世から近代庶民の日常食研究の資料」

「愛大史学16号 』3月1日

「近世後半以降の信濃国庶民の日常食」

「綜合郷土研究所紀要52輯 』3月20日

〔市野和夫所員〕

『持続する社会を求あて一生態系と地域の

視点から一』『郷土研研究叢書20』 岩田

書院3月31日

〔印南敏秀所員〕

(編著)『 瀬戸内海事典』 南々社12月

4日

『京文化と生活技術』 慶友社3月31日

「瀬戸内海の民俗文化(5)ホンダワラとモキ

リカギ」『瀬戸内海』48号 、瀬戸内海環

境保全会議、1月

「周防大島の棚田と石工」『FRONTO』22

1号、財団法人 リバーフロント整備セ ン

ター、2月

「瀬戸内海の民俗文化(6)藻 にみる沿海

文化」『瀬戸内海』49号 、瀬戸内海環境

保全会議、4月

「瀬戸内海の沿海文化(7)懸 け鯛と島の

交流」『瀬戸内海』50号 、瀬戸内海環境

保全会議、6月

「瀬戸内海の民俗文化(8)魚 島鯛と一本

釣文化(上)」 『瀬戸内海』51号 、瀬戸

内海環境保全会議、9月

「広 島湾 の くら し ・その後」 『宮本常一 写

真 図録』 第1集 、 みずのわ出版、8月

「周防大 島に宮本常一 を訪 ね る」『別 冊太

陽 ・宮本常一』平 凡社、8月

〔遠藤正治所員〕

(共 著)MarikoOgawaandShojiEndo,

TheLanguageofScience:TheCirculatio

nofKnowledgeinTranslation,

ArchivesInternationalesd'Histoire

desSciences,Vo1.56,No156-157,2006

(共 編)『 東大 医学部 初代綜理 池 田謙斎 一

池 田文書 の研 究(下)一 』(池 田文書 研

究会編)、 思文閣 出版、2月25日

(共 編)『 伊藤圭 介 日記』 第13集(圭 介文

書研究会)、 名古屋市東 山植物園、11月1

8日

「『池田文書』の薬 につ いて」『日本医史学

雑誌」第53巻 第3号 、 日本医史学会、9

月20日

〔樫村愛子所員〕

著書

『ネオ リベラ リズムの精神分析』 光文社

新書8月

『近代化 と寛容』(共 同執筆)「 社会学 と精

神分 析 モデルか ら見た 『機 能的寛容 』」

風行社9月

『グローバ ル化 とパ ラ ドックス』(共 同執

筆)「 参加型 福祉社 会/感 情 労働/感 情

公共性」 世 界思 想社9月

論文

「『新 しい資本 主義 の精 神』 の社会学 的批

判(2)」 『文学論叢』135号 愛 知大学文学
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会2月

「ケアの社会学 的考察」 『年報 ・中部の経

済 と社会2006年 版 』愛知大学 中部地方

産業研究所3月

「なぜ 日本のオ タク文化は世界的な もの に

な ったのか」『文学論叢』136号 愛 知大

学文学会10月

〔加納 寛所員〕

論文 「Spirits'WarsinFifteenthCentury

Thailand)SouthandSoutheastAsia:

CultureandReligion』vol.1.(South

andSoutheastAsianAssociationfor

theStudiesofReligion.)5月

〔神谷 智所員〕

(共 著)『 瀬戸市 史 通史編 上』 愛知

県瀬戸市2月28日

「山田庄左衛門家 の土地集積過程について」

丑木幸男 『日本近世 ・近代 の地主名望

家文書 を中心 と した地域資料 の総合 的研

究(平 成15年 度 ～平成18年 度科学研究 費

補 助金 基盤 研究(B))研 究 成 果報告

書課題番号15320093』3月30日

〔沓掛俊夫所員〕

「地 質家 ・鉱 山師 と しての空海」 『一般教

育論集』第32号(愛 知大学一般教育研究

室)3月25日

(共 訳)「 ア グ リコラ 地 下 の事物 の起源

と原因」(そ の8)『 地 質学史懇話会会報』

Na285月31B

(共 訳)「 ア グ リコラ 地 下 の事 物の起源

と原因」(そ の9)『 地 質学史懇話会会報』

Na2911月30日

〔権 田浩美研究員〕

「高田敏子」 『展望現代 の詩歌会 第3巻

詩皿』 明治書 院5月25日

「中原 中也 と平戸廉吉一 ラフ ォルグの受容

をめ ぐって」 『中原 中也研 究』12号

中原 中也 記念館8月31日

「め ぐりあ う時間、 そ して作家たち一 太宰

治 『女 生徒』 とヴ ァー ジニ ア ・ウル フ

『ダロウェイ夫人』一」『研究論集』30号

愛知大学短期大学部12月15日

〔佐藤泰子研究員〕

「大正時代に豊橋の松操裁縫女学校で教え

られた包の し」『女性 と経験』3210月

6日

「愛(あ い)し 、愛(い と)し み、愛(か

な)し むこと」『女性 と経験』3210月

6日

〔清水和邦所員〕

「鑑定意見書 『三里塚地区周辺に土地をも

つ会』の組合性について」 東京高等裁

判所第5民 事部 提出3月7日

「入会林野研究会での所感」 『中日本入

会林野研究会 会報』第28号2007年3

月31日

〔須川妙子所員〕

「イメージ調査からみた和菓子職人の和菓

子観」一東三河の例一」『愛知大学綜合

郷土研究所紀要』第52輯3月

〔武田圭太所員〕

「海外 ・帰国子女の生涯キャリア発達一予

備報告21:キ ャリアに関する中学生の自

己評価一」 『愛知大學論叢』第135輯 、

2月20日

「愛知県田原市消防団員の"ふるさと"の心

象と定住願望との関係」 「愛知大学綜

合郷土研究所紀要』第52輯3月20日

「転換期における若者の志向と地域の将来

を考える一中 ・日中学生の社会力 ・職業

意識の比較を中心に一」 『愛知大学三

遠南信地域連携センター ・中国人民大学

人口社会学院 ・北京市中日文化交流史研

究会共催国際 シンポジウム報告書』3

月31日

「三遠南信地域の中学生の社会力 ・職業意

識を考える」 『愛知大学三遠南信地域

連携センター報告書』3月31日

「海外 ・帰国子女の生涯キャリア発達一予

備報告22:中 学生の主観的キャリアに関
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する日本と中国との比較一」 『愛知大

學文學論叢』第136輯9月10日

〔田崎哲郎所員〕

「平田家か ら羽田野敬雄への書簡をめぐっ

て」『綜合郷土研究所紀要』52輯3月

「矢澤梅太郎の日記」『愛大史学』163

月

「除籍簿の廃棄について一豊橋市の場合一」

『日本歴史学協会年報』224月

「鹿都部(北 川)真 顔門人大橋義路につい

て」『東日新聞』1月11日

「羽田野敬雄 と松雄多勢子」『東日新聞』

3月1日 ～3月2日

「ヤマイヌ信仰について」『東 日新聞4

月5日

「富士講 と絹屋藤助について」『東日新聞』

4月15日

「黒田山本家の家伝薬」『東日新聞』6月

14日

「穂積清軒 と好問社」『東日新聞』7月25

日～7月26日

「夏目重鎮 と好間社」『東日新聞』8月18

日～8月19日

「羽田八幡宮文庫について」『章編』11月

「馬琴の三河人名録」『三河地域史研究会

報』5111月

「ポンペ と赤羽根の葛野経良 について」

『東日新聞』12月25日

「再論行政文書の保存を」『東日新聞』1

月23日

「「豊橋百科事典」について」「東愛知新聞』

6月14日

「愛知県に県立博物館を」『東日新聞』9

月14日 『三河地域史研究会報』5111

月に転載)

「豊橋に国学記念館を」『東日新聞』10月

13日

「「五月の若 もの」のモデルとなって」『東

京大学新聞年鑑』11月

〔橘 敏夫研究員〕
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「文政 ・天保年間における三河吉田藩政の

動向」『愛知県史研究』第11号3月

〔内藤聡子研究員〕

「『源氏物語』若菜下、女楽における琵琶

叙述一 「上手めく」「上衆めく」をめぐっ

て一」『日本語の語義と文法』高知言語

文化研究所 ・愛知大学国語学研究会編

(風間書房)1月31日

〔長屋隆幸研究員〕

(分担執筆)『 安城市史2通 史編近世』

第2章3節10月31日

「岡崎藩と留守居組合」 岡崎市美術博物

館編図録 『中根家文書刊行記念展 「隼人

がゆ く」』12月8日

〔早川 勇所員〕

『明治はいかに英語を学んだか一東海地方

の英学一』(愛知大学綜合郷土研究所ブッ

クレット15)あ るむ9月

『ウェブスター辞書と明治の知識人』 春

風社11月

「岐阜県の教育者、棚橋一郎」『綜合郷土

研究所紀要』第52輯(愛 知大学綜合郷土

研究所)2月

「川端康成の作品にみ られる人称詞(1)」

『文學論叢』第136輯(愛 知大學文學會)

9月

「英和辞典における語法注釈のあ り方一

『詳解英和辞典』 と 『三省堂英和大辞典』

を中心に一」 『一般教養論集』第33号

(愛知大学一般教養)11月

〔平川雄一研究員〕

「住民セ ッション開催 とその概要」『東 日

新聞』1月16日

「三遠南信サ ミット住民セ ッションの取 り

組み と今後に向けて」『三遠南信サ ミッ

トin東三河2006住 民セ ッション成果報告

書』(愛知大学三遠南信地域連携センター

所収)3月31日

「三遠南信地域の中学生の社会力 ・職業意

識の特徴一アンケー ト調査を中心として一」



(4)

『シンポジウム報告書 日本開催編 「三遠

南信地域の中学生の社会力 ・職業意識を

考える」』(愛 知大学三遠南信地域連携セ

ンター)3月31日

「日本(三 遠南信地域)中 国(沿 海 ・中部

内陸部)に おけるアンケー ト調査からみ

た中学生の社会力 ・職業意識の差異」

『国際 シンポジウム報告書 中国開催編

「転換期 における若者の志向と地域の将

来を考える」』(愛知大学三遠南信地域連

携センター所収)3月31日

「人口 ・社会統計指標か らみた三遠南信地

域の変化」『流域社会の近代化過程に関

する総合的研究(2005～06年 度プロジェ

クト研究)』(愛 知大学三遠南信地域連携

センター所収)4月30日

〔藤田佳久所員〕

『東亜同文書院生が記録 した近代中国』

あるむ3月

(編著)『 アジアの歴史地図一林野、草原、

水域一』 朝倉書店3月

(監修 ・編著)『 豊川市史 ・通史編近代』

豊川市3月

(監修)『 小坂井町史 ・近代資料編』 小

坂井町3月

(共著)「 遠山郷に 「神様王国」をつ くる

プランについて」 『年報 ・中部の経済

と社会』2006年 度3月

「日本企業の経営環境から地域環境戦略へ一

行政や民間団体活動にも関連 して一」

『愛知大学国際中国学セ ンター21世 紀CO

Eプ ログラム最終報告書』3月

「これか らの地域学 としての民俗学一地理

学か らの視点一」 『愛知大学綜合郷土

研究所紀要』第52輯3月

「森林再生物語一禿げ山時代から森林時代

へ一」 『アジアの歴史地図一林野、草

原、水域一』朝倉書店3月

「「神様王国づ くり」提案をめ ぐる地域住

民 と地域行政」 『地域再生に寄与する

地域政策の可能性に関する研究』、平成1

8年度科研費基盤研究(B)報 告書

3月

「タクラマカン沙漠の農業開発をめぐって」

『中国の沙漠と沙漠化をめぐって』愛知

大学ICCS.3月

「山岳地帯的部落与過疎問題」 『山的世

界』、台湾商務書館11月

(編著)『 中部圏』(日 本の地誌、第7巻)

朝倉書店4月

「中国の経済発展とそれにともなう地域問

題」「地理」4月 号4月

「空中に浮かぶ村 一遠山郷下栗一」「生活

と文化」飯田信用金庫季報1月

「東亜同文書院をめ ぐる上海交通大学との

共同研究と 「史実共同研究発表会」につ

いて」 東亜同文書院記念センター報、

Na153月

「尾崎庄太郎の母校 「東亜同文書院」時代

の 「大旅行」について」 尾崎庄太郎

『われ、一粒の麦 とな りて』結書房、桐

原書店4月

「国境の奥山、天竜 ・坂部に冬祭をみる」

(上、中、下)『 東愛知新聞』2月

「地理学専攻(文 学部)の フィール ドワー

ク」『愛知大学通信No.174』1月

「はじめに」 『愛知大学東亜同文書院、

オープン・リサーチ ・センター年報』創

刊号3月

「愛知大学東亜同文書院大学、オープン・

リサーチ ・センターの発足」『同センター

研究報 ・創刊号』1月

「10年史は次の10年 のために」『穂の国森

づくりの会10周 年記念誌』

「歴史 ・文化系と地域づ くり系をどう統合

するか」『東 日新聞』2月

〔別所興一所員〕

「岡田虎二郎の生涯 と思想」 田原市博物

館企画展 『中原悌二郎と岡田虎二郎』図

録3月25日
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「戦後の日米関係 と戦争責任を考える」

『東海近代史研究』28号 特集 「戦後教育

の原点」3月31日

「杉浦明平 さんの人と文学」 時習館同窓

会東京支部会報 『時習の灯』2007春 号

4月20日

「小田実を偲ぶ」『東 日新聞』8月27日

「澤地久枝 さんの新著 『発信する声』」『戦

争 と平和を考える東三河市民の会会報』

11月10日

「内田雅敏著 『半世紀前からの贈物 いま

蘇る小学校2年 生の文集』」 女性運動誌

『あごら』315号12月20日

〔堀井令以知所員〕

「失われた語の意味の発掘」『語源研究』

45号3月1日

「移り行 く京ことば」『同志社時報』123号

4月1日

「言語学者泉井久之助先生」 青 山社 『流

域」28巻1号4月9日

〔堀江登志実所員〕

「中根家文書」刊行記念展 『隼人がゆく一

藩政改革にかけた岡崎藩士の世界』図録

解説 岡崎市美術博物館12月8日

〔松村美奈研究員〕

「『本朝桜陰比事』 についての一考察 一

裁判における 「嘘」を切 り口に一」 東

海近世文学会 『東海近世』第16号3月

31日

「『巣陰比事』の注釈書についての一考察

一林羅山との関連を軸に一」 日本文学

研究会 『文学研究』95号4月1日

「怪異物挿絵大全付録CD解 説 『多満寸太

礼』」 笠間書院 『西鶴と浮世草子研究』

vol.26月30日

「『業蔭比事』 をめぐる人々 一金子祇景

の人的交流を中心に一」 愛知大學國文

學會 『愛知大学国文学』第47号11月30

日

〔宮沢哲男所員〕

「日本 と中国の環境NGO/NPOの 現状 と

今後の課題」『現代中国環境論、愛知大

学21世 紀COEプ ログラム』3月

「地球温暖化時代の地下水」

『30周年記念誌一地下水の合理的利用を目

指 して一』 豊橋市地下水保全対策協議

会5月

〔吉野正敏所員〕

『気候学の歴史』 古今書院6月1日

「気候変動研究の過去 ・現状 ・将来」『月

間海洋』号外46号(海 洋出版)3月1

日

「地球環境」『環境生理学』本間研一 ・彼

末一之編〕 北海道大学出版会、2月28

日

〔和田明美所員〕

「古代日本語 『忘れて思へや』の構文と意

味一接続助詞 『て』の機能に注目して一」

『日本語の語義 と文法』(高知言語文化研

究所 愛知大学国語学研究会編)風 間

書房1月31日

「『源氏物語』女三の宮の結婚 一新たな

『まもりあ』表現による創出一」 青簡

舎 『語 り継 ぐ日本の文化』(沢 井耐三

黒柳孝夫編)8月11日

学会 ・研究会報告および講演会など

〔有薗正一郎所員〕

〔歴史地理学会〕「近世以降の信濃国庶民

の日常食」5月20日 国學院大学

〔市野和夫所員〕

〔(シンポジウム)里 地里山の生物多様性

保全〕「渥美半島の風力発電問題」1月

27日 金沢大学(金 沢)

〔トラム講演会〕「豊川と三河湾」5月9

日 カリオ ンビル(豊 橋)

〔愛知県弁護士会公害環境問題委員会〕

「三河湾東部の汚濁について」5月15日

愛知県弁護士会館

〔奥三河 ビジョンフォーラム〕「設楽ダム
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になぜ反対か?」5月19日 設楽町八

橋公民館

〔健康と環境を守れ!愛 知のいっせい行動〕

「設楽ダム計画と豊川水系」6月24日

愛知県保険医協会伏見会議室(名 古屋)

〔第13回PNフ ァン ド助成成果発表会

「堆砂垣 と植生保護を組み入れた海岸砂

浜保全活動」12月8日 主婦会館(東

京)

〔印南敏秀所員〕

〔味の素食の文化センター フォーラム〕

「米と魚」6月9日

〔東三河流域フォーラム〕「食と暮 らし」

9月22日

〔水循環再生フォーラム〕「伝統的な生活

文化と水循環」11月10日

〔宇佐美一博所員〕

〔平成19年 度上郷交流館講座〕「『論語』

を読む」10月13日 、10月27日 、11月17日

豊田市上郷交流館

〔講座 「中国古典に親 しむ」〕「唐宋八家に

ついて一韓愈 ・柳宗元を中心に」11月14

日 愛知大学車道校舎

〔遠藤正治所員〕

〔名古屋市東山植物園開園70周 年記念講演

会〕「シーボル ト・伊藤圭介 ・飯沼慾斎一

日本の植物分類学ことはじめ一」3月18

日

〔日本医史学会5月 例会〕「『池田文書』

の薬について」5月26日

〔稲沢市生涯学習 ・江戸の文化〕「伊藤圭

介の本草学と洋学」9月21日

〔京都府医師会 ・京都医学史研究会講演会〕

「小野蘭山の再評価をめぐって一没後200

年にあたり一」10月11日

〔洋学史学会秋季大会長崎シンポジウム ・

本草から植物学へ〕「『泰西本草名疏』

か ら 『草木図説』へ」11月11日

〔慾斎研究会第57回 例会〕「見直 される小

野蘭山の本草家像」12月2日
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〔樫村愛子所員〕

〔ワークショップ2006近 代化と寛容 国際

基督教大学COE「 安全な生活環境 とST

S(科 学技術と社会)」 グループ主催〕

「再帰性と恒常性一精神分析的観点から」

1月13日 国際基督教大学

〔中部産業研究所第6回 「地域 ・産業 ・大

学」公開研究発表会〕「ケアの社会学的

考察」2月24日 愛知大学

〔東海社会学会 プレシンンポジウム〕10

月20日 司会 名古屋大学

〔文学部FDデ ィスカッション企画 ・主催〕

11月9日 愛知大学

〔上智大学仏文学会 「精神分析理論から見

たスティグレール」〕11月17日

〔加納 寛所員〕

〔総合地球環境学研究所プロジェクト都市

セ ミナー〕「バンコクにおける宗教 ・信

仰 と水循環」10月19日 総合地球環境

学研究所

〔豊川市国際理解講座〕「タイと日本のア

ツアツ話」 年6月20日 豊川市

〔豊橋市生涯学習市民大学国際理解講座〕

「なぜかわか っちゃうタイ語:日 タイ

間の文化 と言語の共通性」11月17日

豊橋市

〔神谷 智所員〕

〔日本近世 ・近代の地主 ・名望家文書を中

核 とした地域史料の総合的研究会〕「山

田庄左衛門家土地証文の予備的分析」

3月25日 国文学研究資料館

〔2007年度 愛知大学大学院 リレー講演会〕

「文書史料か ら読み解 く尾張藩 一大学院

での研究方法一」11月24日 愛知大学

車道校舎

〔沓掛俊夫所員〕

〔日本科学史学会〕「地質家 ・鉱山師とし

ての空海」5月27日 京都産業大学

〔INHIGEOmeeting2007〕 「Kuhkai

(774‐835AD.)Founderofthe



shingonsectofesoteucBuddhism,as

ageologistandminer」7月31日

Eichstatt,Germany

〔日本地質学会〕「比叡花嵐岩体に伴 う苦

鉄質岩脈」9月9日 北海道大学

〔清水和邦所員〕

〔福井県立大学公開講座〕「生活を科学す

る一法律と生活の関係一」7月26日

〔福井県自治研修所職員研修会〕「民法講

座」8月7日 ～8日

〔福井県立大学国家試験対策講座〕「社会

福祉士 ・精神保健福祉士国家試験対策講

座(法 学)」9月26日 ・11月12日

〔須川妙子所員〕

〔藤の花女子高校総合学習〕「日本料理文

化の楽 しみ方」6月 藤の花女子高校

〔愛知県生涯学習講座〕「江戸の食文化を

探 る①形式美と遊び心」9月 蒲郡市

民会館

〔愛知県生涯学習講座〕「江戸の食文化を

探 る②菓子の芸術性」9月 蒲郡市民

会館

〔武田圭太所員〕

〔豊橋市文化市民部男女共同参画課主催

「平成18年度男女共同参画推進セ ミナー」〕

「豊橋市男女共同参画行動計画 基本 目

標1に ついて一人権を尊重 した男女共同

参画意識の高揚一」1月12日

〔豊橋市文化市民部男女共同参画課主催

「平成18年度男女共同参画推進セ ミナー」〕

「豊橋市男女共同参画行動計画 基本 目

標皿について一男女が働きやすい環境づ

くり一」1月20日

〔豊橋市文化市民部男女共同参画課主催

「平成18年度男女共同参画推進セミナー」〕

「豊橋市男女共同参画行動計画 基本目

標IIに ついて一男女が働きやすい環境づ

くり一」1月26日

〔愛知大学三遠南信地域連携センター2007

年度第2回 「地域づくり ・地域経営評価
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システム開発研究会」〕「中山間地の生活

意識に関する事例」6月30日

〔産業 ・組織心理学会第23回 大会〕「生涯

発達初期の選択行動(4)一"ふるさと"の心

象と定住願望一」9月2日

〔愛知大学綜合郷土研究所主催2007年 度公

開 シンポジウム〕「ふるさとから発信す

る」12月1日

〔田崎哲郎所員〕

〔中産研:地 域 ・産業 ・大学公開研究発表

会〕「羽田野敬雄 と神代文字」2月24日

愛知大学研究館

〔ハー トセ ンター講座〕「種痘の普及につ

いて」4月23豊 橋ハー ト・センター

〔医学史学会〕 日「ポ ンペ種痘書の普及に

ついて」11月11月 長崎大学医学部

〔野田賢司研究員〕

〔矢作川環境技術研究会平成19年 度公開研

究発表会〕「コンクリー ト再生砕石の利

用に伴 う環境への配慮について(紙 上発

汚濁防止対策演習(土 質 ・成分 ・沈降速

度など解説)6月7日 名古屋市中村区

〔矢作川環境技術研究会平成19年 度現地研

修会第1回 〕「(同上)」11月21日 岡崎

市東部(工 事現場)

〔矢作川環境技術研究会 平成19年 度現地

研修会第2回 〕「(同上)」11月28日 岡

崎市東部(工 事現場)

〔平川雄一研究員〕

〔GISdayin愛 大2007〕 「GIS体験(基

本操作と地図データの使い方)」7月4

日 愛知大学

〔愛知県新城市/愛 知県東栄町と愛知大学

との連携/協 力協定締結記念 シンポジウ

ム映画 「寒川」上映会 ・パネルディスカッ

ション〕「小さな自治が日本を変える」

9月30日

〔藤田佳久所員〕

〔飯田 ・下伊那地域 「ゆかいな仲間たち」

結成記念講演会〕「三遠南信地域の文化
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資源の活用 とネ ットワーク」1月 飯

田市上久堅

〔三遠南信地域を学ぷ会ほか9団 体 「つな

がる三遠南信地域の人々」 シンポ〕「三

遠南信地域をどうつなぐか」2月

〔飯田市上村地区地域づ くり研究会〕「遠

山郷上村地区の活性化一自然と歴史をど

う生かすか一」3月

〔飯田市上村地区下栗の里活性化研究会〕

「地域資源をどう生かすか一下栗一」11

月

〔新城市環境講座〕「見直される霞堤」2

月

〔東亜同文書院をめぐる日中シンポジウム〕

「東亜同文書院と中国研究」7月28日

〔豊橋市市民 トラム 「近代史の中の 日中関

係」〕「東亜同文書院の展開史と愛知大学」

10月6日

〔第4回 、美 しい中部のみなととまちづ く

りフォーラム〕「伊勢参 りと海の道」11

月17日 伊勢市

〔三遠南信地域連携センター講座 「みち」〕

「歴史街道ネットワークと飯田線」11月

6日

〔遠山郷商工会 ・神様王国建設委員会〕

「遠 山郷に 「神様王国」をつ くるたあの

方法」7月20日

〔三遠南信地域 「つながる三遠南信地域の

人々」〕2月 豊橋市

〔経済地理学会大会ラウントテーブル 「21

世紀の地域政策を考える」〕5月26日

岐阜大

〔バス活性化シンポジウム〕9月15日

豊橋市

〔高崎経済大学産業研究所 「地域産業と中

小企業の未来」〕9月22日 高崎経済大

〔現代中国学の新しいパラダイムをめぐっ

て〕12月16日 愛知大学名古屋校舎

〔第4回全国県境地域研究会〕10月20日

敦賀市
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〔三遠南信サ ミット・住民セション〕11

月14日 飯田市

〔とよがわ防災減災フォーラム(NHK)〕

12月7日 豊橋市

〔東亜同文書院をめぐる日中研究者による

シンポジウム〕7月28日 愛知大学豊

橋校舎

〔別所興一所員〕

〔知立市郷土研究会〕「江戸期の女流思想

家 ・只野真葛の開明思想」 知立市文化

会館2月13日

〔愛知シルバーカ レッジ ・カリオ ンイレブ

ン講座〕「渡辺皐山の政治構造一その夢

と現実」4月19日 豊橋市 カリオ ンビ

ル

〔三河コンヴェクション・アカデ ミー 第

7回 ウィークエ ンド・セ ミナー〕「渡辺

睾山 郷国 と世界へのまなざし」11月1

7日 新城市鳳来地域間交流施設

〔堀江登志実所員〕

〔岡崎自主教養大学〕「矢作橋 と岡崎」1

月24日 岡崎グランドホテル

〔駿府歴史楽会主催 シンポジュウム〕「家

康公に学ぶまちづ くり」3月17日 静

岡市中央公民館

〔松下 智所員〕

〔茶学の会〕「伊那谷の柴茶について」11

月24日 掛川市図書館

〔松村美奈研究員〕

〔愛知大学国文学会〕「『業陰比事』をめぐ

る人 々一金子祇景について一」6月24

日 愛知大学豊橋校舎研究館

〔第39回 解釈学会全 国大会〕 「井原西鶴

『本朝桜陰比事』 の特質一尋問場面に着

目して一」8月22日 松本市 あがたの

森文化会館

〔宮沢哲男所員〕

〔豊橋市地下水保全対策協議会発足30周 年

記念総会〕 「地地球温暖化 とその対策

(私案)5月24日 豊橋市役所
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〔愛知県、東三河水循環再生フォーラム〕

「水循環における地下水」11月 豊橋市

商工会議所

〔村瀬典章研究員〕

〔野田史料館創立記念講演会〕「江戸時代

の野田村」3月21日 刈谷市南部生涯

学習センター

〔刈谷城趾研究会発足記念講演〕「刈谷城

と刈谷藩」7月8日 刈谷市西部市民

館

〔吉野正敏所員〕

〔第2回筑波山プロジェク ト研究会〕「筑波

山における気象観測と気候學の歴史」

3月8日 つ くば市

〔日本地理学会秋季大会シンポジウム〕

「四次元で描 く地誌」10月6日 熊本市

〔草炭研究会〕「沙漠化のとらえ方の諸問

題」10月26日 東京

〔日本生気系学会秋季大会〕「四季の中の

暮 らし」11月23日 名古屋市

〔和田明美所員〕

〔岡崎市男女共同参画講座～ 日本の文学を

彩る 「男と女」その2～ 〕「『源氏物語』

の父と娘一朱雀院の悲願と女三の宮降嫁一」

2月17日 岡崎働 く婦人会館

〔愛知大学 ・蒲郡市民教養講座(25周 年記

念)「 日本の歴史 と文学」その皿一中世

の時代一〕「『源氏物語絵巻』の自然描

写をめぐって一院政期における 『源氏物

語』の受容 とその表現 一」8月11日 蒲

郡市民会館

〔平成19年 度 とよかわ市民大学専門講座

「文学探求コース」〕「『源氏物語』を読

む一女性たちの魅力 と個性に迫 る一」第

一回 「紫の上の美 しさ」 第二回 「明石

の君の衿持」 第三回 「六条御息所の知

性と執念」 第四回 「女三の宮の結婚」

10月26日 、11月9日 、11月23日 、12月7

日 豊川市勤労福祉会館

〔東三河産学官交流サロン(第277回 例会)〕

「東三河の風土 と古典文学」11月20日

豊橋グラン ドホテル8F

現地調査

〔有薗正一郎所員〕

〔長江下流域におけるヒガンバナの開花状

況調査〕9月11日 ～22日 中国江蘇省 ・

漸江省

〔市野和夫所員〕

〔三河湾のアサ リ〕4月8日 梶島

〔小笠原久和所員〕

〔上ノ城跡第1次 発掘調査〕2月1日 ～2

5日 蒲郡市神ノ郷町

〔神谷 智所員〕

〔「ミツカングループ本社所蔵文書」調査〕

2月26日 、4月29日 ～30日、8月4日 ～

5日 、11月22日 ～23日 愛知県半田市、

日本福祉大学美浜キャンパス

〔「野依区有文書」調査〕3月12日 ～14日

愛知県豊橋市野依公民館

〔「内田佐七家文書」調査〕3月18日 ～19

日、12月24日 愛知県知多郡南知多町、

日本福祉大学美浜キャンパス

〔「平松快家」文書調査〕9月1日 ～2日

長野県上高井郡小布施町役場

〔「宮川家向山家文書」調査〕12月25日 ～

27日 福井県南條郡南越前町河野小中学

校

〔沓掛俊夫所員〕

〔琵琶湖周辺の花w岩 体の地質調査8月

5日 、6日 、8月25日 、26日、12月8日 、

9日 滋賀県比叡山北方

〔佐藤泰子研究員〕

〔戦前の豊橋市関屋町に住んだ大正9年 生

まれのおあばあさんの聞き書 き〕2月5

日、2月28日 、3月2日 、12月5日 、12

月12日 豊橋市二川町

〔松操学園の旧高等女学校の講堂調査〕7

月25日 豊橋市二川町

〔松操ソーイングスクール調査〕8月2日
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豊橋市鍵田町

〔嵩山大念仏調査〕8月12日 豊橋市嵩山

町

〔豊橋市関屋町フィール ドワーク〕12月5

日～7日 、12月11日 ～16日 豊橋市関屋

町

〔清水和邦所員〕

〔成田空港周辺の村落調査〕2月9日 ～1

1日 千葉県成田市三里塚ほか

〔武田圭太所員〕

〔中山間地の生活に関する女性の意識調査〕

6月 静岡県浜松市天竜区熊

〔橘 敏夫研究員〕

〔三河国碧海郡小垣江村に関 しての文書 ・

現地調査〕1月26、27日 刈谷市史編

纂室、刈谷市小垣江町

〔知立市歴史民俗資料館及び旧東海道知鯉

鮒宿周辺にて文書 ・現地調査〕7月1

日

〔長屋隆幸研究員〕

〔豊田市古橋家史料調査〕8月16日 ～18日

古橋懐古館

〔熊本永青文庫調査〕10月9日 ～10日 熊

本大学

〔加賀藩史料調査〕10月19日 ～20日 金沢

市玉川図書館

〔金沢城石垣調査〕10月20日 ～21日 金沢

城

〔名古屋城石垣調査〕12月24日 名古屋城

〔野田賢司研究員〕

〔三河湾北沿岸の自然環境保全に係る市民

活動調査(現 地踏査 ・聞き取 り)〕1月

8日 ・14日 幡豆郡一色町 ・三 ヶ根山 ・

蒲郡市

〔地域の自然環境保全に係る市民活動調査

(ビオ トーブ創 り・管理 ・利用の現状踏

査)〕2月18日 ・3月24日 岩倉市 ・一・

宮市 ・愛西市 ・岡崎市 ・静岡

〔三河湾北沿岸の自然環境保全に係る市民

活動調査(現 地踏査 ・聞き取り)〕4月2
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9日(前 年続)蒲 郡市豊岡町～相楽町

〔矢作川上流域の土地利用(水 源林現況)

調査(現 地踏査 ・聞き取 り)〕8月16日

下伊那郡根羽村 ・平谷村 ・豊田市稲武

〔矢作川河口沿岸域の環境保全に係る地域

活動調査(現 地踏査 ・聞き取 り)〕9月

9日 幡豆郡一色町(一 色干潟)ほ か

〔矢作川下流域の水環境保全に係る環境教

育 ・地域活動調査(現 地踏査 ・聞き取 り)〕

9月20日 高浜市 ・幡豆郡一色町(佐 久

島)・ 三河湾

〔豊橋 ・柳生川下流低地の古環境(地 形分

類)に 係る調査(現 地踏査 ・文献情報収

集)〕10～12月(土 曜 日)豊 橋市橋良

町はじめ、各図書館ほか

〔矢作川上流域の土地利用(利 水 ・豪雨災

害)調 査(現 地踏査 ・聞き取 り)〕12月1

2・13日 下伊那郡平谷村,岡 崎市岩津

町

〔限界集落に関する調査(地 域の自然とく

らし)〕4月 ～12月(毎 月1日)甲 賀市

土山町 ・亀山市安坂山町 ほか

〔平川雄一研究員〕

〔人と人 とが寄 り添 う集落づ くり調査〕

6・7・8・9・11月 新城市七郷一色

地区

〔とよがわ流域大学 ・流域圏講座実践コー

ス広域観光調査〕12月 豊田市 ・新城

市 ・豊川市

〔藤田佳久所員〕

〔東亜同文書院と満州移民関係調査〕北東

北8月 上旬、福岡9月 台湾2月

ほか

〔新城市域総合調査〕新城市8月 下旬、

9月

〔遠山郷民俗芸能調査〕飯田市遠山郷2

月 ・3月 ・4月 ・5月 ・6月 ・7月 ・9

月 ・10月 ・11月

〔コンパク トシテ ィ調査〕金沢、富山10

月



(11)

〔別所 興一所員〕

〔愛知県史編纂室収集資料調査〕1月5・

14日 、2月12・18・20・26日3月1・

8・14・18・25・27日4月14日5月

27日6月24日7月22日8月24日

9月23日10月20日11月10日12月8・

23日

〔静岡県新居町飯 田家資料〕9月20日

〔伊豆韮 山の江川文庫 と戸 田造船郷土 資料

館〕(渡 辺皐 山周辺)11月25・26日

〔渥美半島地域の戦後文化運動(杉 浦 明平

周辺)の 聞 き取 り調査 〕2月24日 ・5

月12日 ・9月8日 ・11月17日 田原市 ・

玉川旅館

〔松下 智所員〕

〔茶 の原産地 調査〕1月6日 ～17日 ラ

オ ス北部、同南西部

〔伊那 谷の柴茶 調査〕3月23日 、6月5

日、12月7日 長野県下伊那郡飯 田、周

辺町村

〔韓 国銭 団茶調 査〕6月15日 ～17日 韓

国南部全羅南道

〔宮沢哲男所員〕

〔海老 川四谷 の棚 田の水 質〕8月5日 ～

7日 新城市鳳来町

〔矢作 川の水文環 境〕12月12日,13日

平 谷村 ・豊田市 ・岡崎市

〔森田 実研究員〕

〔新城市四谷の棚田の水文環境調査〕8月

5日 ～7日 愛知県新城市四谷

〔矢作 川流域 の水文調査 〕12月12日 ～13

日 矢 作川流域

〔吉野正 敏所員〕

〔地球温暖化に よるルーマニ アにお ける自

然環境 の変化〕11月1日 ～6日 ル ー

マニア国 ドナ ウデル タ地域

〔和田明美所員〕

〔東三 河デー タブ ック調査(文 字文化デー

タ)〕8月17日 蒲 郡市内(博 物館 ほか

他)

活動報告

共同研究三河湾 研究会

日 時2月25日(日)

テーマ 「三河湾の貝の自然 と文化を考える」

講師 市野和夫(元 愛知大学教授)

「三河湾の環境変化について」

講師 松岡敬二(豊 橋 自然史博物館主幹学

芸員)

「三河湾内の汽水域の貝類」

講師 山本茂雄(海 洋難民 ・元貝屋)

「元貝屋が三河湾を甦 らせたい訳」

講師 印南敏秀(愛 知大学教授)

「三河湾の海産資源 とアサリ」

コメント 朝岡康二(大 学共同利用機関

法人人間文化研究機構理事)

日 時5月26日(土)

テーマ 「三河湾における縄文文化のハマグ

リ加工」

講師 岩瀬彰利 豊橋市美術博物館学芸員

公開 シンポ ジュウム

日 時12月1日(土)

テ ーマ 「ふ るさとか ら発信す る」

グローバ リゼ ーシ ョン(世 界画一

化現象)の 中で

ふ るさとの文化 と歴史 の発信 に こ

だわ る人 々が ここ三河 にある

講師 尾澤美也(伊良湖自治会会長)

『伊良湖誌』のキーワー ドは 「伊良湖」

講師 伊藤敏女(奥三河書房)

ふるさとを伝える

講師 水岡不二雄(一橋大学教授)

場所のふるさと 「空間」のふるさと:

経済地理学から考える

地域見学会

テーマ 「歴史的な町並みの残る関宿を訪ねて」
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日 時:12月9日(日)

見学地:鈴 鹿峠 ・坂下宿 ・関宿 「関まちな

み資料館」「関宿旅篭玉屋歴史資

料館」等

刊行物

愛知大学綜合郷土研究所 紀要 第52輯

愛知大学綜合郷土研究所 研究叢書 第20

「持続する社会を求めて」 市野和夫 著

愛知大学綜合郷土研究所資料叢書第9

「豊橋市浄慈院日別雑記1」

渡辺和敏 監修

愛知大学綜合郷土研究所ブックレット13

「城下町の賑わい」三河国吉田

和田 実著

愛知大学綜合郷土研究所ブックレッ ト14

「他民族共生社会のゆ くえ」昭和初期 ・朝

鮮人 ・豊橋 伊東利勝 著

愛知大学綜合郷土研究所ブックレット15

「明治はいかに英語を学んだか一東海地方

の英学一」早川 勇 著

!:


